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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月13日(2015.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ環境（１００）内で没入型ディスプレイエクスペリエンスを提供するよう
に構成されるインタラクティブなコンピューティングシステム（１１０）であって、
　ａ）デプスカメラ（１１４）から奥行き入力を受け取るように構成される周辺入力（１
１４ａ）と、
　ｂ）主イメージ（３０４）を主ディスプレイデバイス（１０４）に出力するように構成
される主ディスプレイ出力（１０４ａ）と、
　ｃ）周辺イメージ（３０２）を環境ディスプレイ（１１６）に出力するように構成され
る環境ディスプレイ出力（１１６ａ）と、
　ｄ）前記周辺入力を介して前記デプスカメラ（１１４）に、前記主ディスプレイ出力（
１０４ａ）を介して前記主ディスプレイ（１０４）に、及び前記環境ディスプレイ出力（
１１６ａ）を介して前記環境ディスプレイ（１１６）に、動作可能に接続することができ
る論理サブシステム（８０２）と、
　ｅ）ｉ）前記ディスプレイ環境（１００）内で、前記デプスカメラ（１１４）から受け
取られた前記奥行き入力を使用してユーザーの位置を追跡し、
　　ｉｉ）前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の延長として見え、
前記環境ディスプレイ（１１６）から投影される光から前記ユーザーの位置の一部（６０
２）を遮蔽するように、前記ディスプレイ環境（１００）の環境表面（１１２）への投影
のために前記周辺イメージ（３０２）を前記環境ディスプレイ（１１６）に出力する
　ために前記論理サブシステム（８０２）によって実行可能な命令を保持するデータ保持
サブシステム（８０４）と
を備えるインタラクティブなコンピューティングシステム（１１０）。
【請求項２】
　前記デプスカメラ（１１４）は、前記環境表面（１１２）から反射された構造化された
不可視の光を測定することによって奥行き情報を検出するように構成される請求項１に記
載のシステム（１１０）。
【請求項３】
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　前記デプスカメラ（１１４）から、前記ディスプレイ環境（１００）のための奥行き情
報及び色情報のうちの１つ又は複数を受け取り、
　前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の歪み補正された延長として
見えるように、前記周辺イメージ（３０２）を前記ディスプレイ環境（１００）の前記環
境表面（１１２）上に表示する
ための命令をさらに含む請求項１に記載のシステム（１１０）。
【請求項４】
　前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の幾何学的に歪み補正された
延長として見えるように、前記奥行き情報によって記述される前記環境表面（１１２）の
トポグラフィを補償する
ための命令をさらに含む請求項３に記載のシステム（１１０）。
【請求項５】
　カメラは、前記環境表面（１１２）からの色反射率を測定することによって色情報を検
出するように構成される請求項３に記載のシステム（１１０）。
【請求項６】
　前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の色歪み補正された延長とし
て見えるように、前記色情報によって記述される前記環境表面（１１２）の色を補償する
ための命令をさらに含む請求項５に記載のシステム（１１０）。
【請求項７】
　ディスプレイ環境（１００）内で没入型ディスプレイエクスペリエンスを提供するため
のコンピューターにより実施される方法（２００）であって、
　ａ）デプスカメラ（１１４）から奥行き入力を受け取るステップと、
　ｂ）主ディスプレイ（１０４）による表示のために、主イメージ（３０４）を前記主デ
ィスプレイ（１０４）に出力するステップ（２０２）と、
　ｃ）前記ディスプレイ環境（１００）の環境表面（１１２）上への環境ディスプレイ（
１１６）による投影のために、周辺イメージ（３０２）を前記環境ディスプレイ（１１６
）に出力するステップ（２０４）と、
　ｉ）デプスカメラ（１１４）から受け取られた奥行き情報を使用してユーザーの位置を
追跡するステップ（２１８）と
を含み、
　ｉｉ）前記ディスプレイ環境（１００）の前記環境表面（１１２）上への投影のために
前記周辺イメージ（３０２）を前記環境ディスプレイ（１１６）に出力するステップは、
前記周辺イメージ（３０２）を前記主イメージ（３０４）の延長として見えるようにし、
　前記環境ディスプレイ（１１６）から投影される光から前記ユーザーの位置の一部（６
０２）を遮蔽するステップ（２１６）
を含む方法（２００）。
【請求項８】
　前記ディスプレイ環境（１００）の環境表面（１１２）上への環境ディスプレイ（１１
６）による投影のために周辺イメージ（３０２）を環境ディスプレイ（１１６）に出力す
るステップ（２０４）は、前記周辺イメージ（３０２）を前記主イメージ（３０４）の延
長として見えるようにし、前記周辺イメージ（３０２）は前記主イメージ（３０４）より
も低い解像度を有する請求項７に記載の方法（２００）。
【請求項９】
　前記周辺イメージ（３０２）は、ユーザー（１０２）にとって、前記環境ディスプレイ
（１１６）によって投影されるときに前記周辺イメージ（３０２）が前記ユーザー（１０
２）を囲むように見えるように構成される請求項７に記載の方法（２００）。
【請求項１０】
　デプスカメラ（１１４）から奥行き入力を受け取るステップは、
　前記デプスカメラ（１１４）から、前記ディスプレイ環境（１００）のための奥行き情
報及び色情報のうちの１つ又は複数を受け取るステップ
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をさらに含み、
　前記ディスプレイ環境（１００）の前記環境表面（１１２）上への前記周辺イメージ（
３０２）の前記出力は、前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の歪み
補正された延長として見えるように構成される請求項７に記載の方法（２００）。
【請求項１１】
　前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の幾何学的に歪み補正された
延長として見えるように、前記奥行き情報によって記述される前記環境表面（１１２）の
トポグラフィを補償するステップ（２１２）
をさらに含む請求項１０に記載の方法（２００）。
【請求項１２】
　カメラは、前記環境表面（１１２）からの色反射率を測定することによって色情報を検
出するように構成される請求項１０に記載の方法（２００）。
【請求項１３】
　前記周辺イメージ（３０２）が前記主イメージ（３０４）の色歪み補正された延長とし
て見えるように、前記色情報によって記述される前記環境表面（１１２）の色を補償する
ステップ（２１４）
をさらに含む請求項１２に記載の方法（２００）。
【請求項１４】
　論理サブシステム（８０２）によって実行されると、前記論理サブシステム（８０２）
に、請求項７乃至１３のいずれか１項に記載の方法（２００）を実行させる、コンピュー
ター実行可能命令を格納した１つ又は複数のコンピューター読み取り可能な媒体（８０６
）。
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